
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 12 月 20 日  

 荘内病院 看護部発行 No53 

これまで全職員が病院機能評価 3rdG：Ver.1.1 受審に向け 

“自分たちの医療看護が患者の視点に立ったものか”“良質な

医療の実践につながっているか”について改めて考える機会に

なり見直すことになりました。 

患者・家族が医療を受ける流れとして、部署を越え、診療科

を越え、地域の中での自施設のあり方、住みなれた地域で暮ら

すことにつながっていることに気づくものでした。 

全職員が団結し、これまで進んできた準備に自信と誇りを 

持ち、受審しましょう。 

 

 

平成 27 年 9 月 9 日鶴岡地区緩和ケア学術講演会において北海

道医療大学大学院看護福祉学研究科客員教授の石垣靖子先生

の特別講演が当院で行われました。院内外から約 200 名がメイ

ン会場と第 2 会場に集いました。 

鶴岡地区の医師・看護師他多職種が、先生の先駆者としての深

い知識や豊富な経験、根拠ある強さと穏やかさ、何より魅力に

引き込まれ、心が洗われる時間となりました。 

“人の人生に影響を与える職業”“かけがえのない人として尊

重する”“コミュニケーションは聞き手に決定権がある”など

一言ひと言が、心と体に染み渡りました。 

 


